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「早寝早起き朝ごはん」運動で
文部科学大臣表彰受賞

　２月 12 日、りんどうヶ丘小学校で
『EXPO スクールキャラバン』出前授
業が開かれ、4 〜 6 年生 22 人がプロ
グラミングの基礎を学びました。これ
は今年４月の大阪・関西万博の開催を
前に、未来の社会について子どもたち
が考えるきっかけをつくるために行わ
れている特別授業で、万博に出展する
企業などが全国の学校を訪問していま
す。児童たちは専門家から、ロボット
が思い通りに話したり動いたりするよ
うなプログラミングを教わっていまし
た。

　りんどうヶ丘小学校が、平成 28 年
度から取り組む「I ラブ家族デー」活
動が、児童たちの体力や学力向上に顕
著な成果をもたらしたとして、文部科
学大臣表彰を受賞しました。同校では、
毎月３日は「家族団らんの日」として
親子でコミュニケーションを深める体
験活動を推進しています。児童は「こ
れからもノーメディアを心がけ、家族
との時間を大切にしたい」と話してい
ました。

写真左 2 人目から、権藤美杏さん、長谷川空さん、佐藤夏人さん

写真左 2 人目から、寺世風雅さん、宮野岳明さん、栗原桜子さん
東真千子さん、田苗玲奈さん

万博を前に特別授業
プロから学ぶプログラミング

鬼は外！福は内！
園児たちが元気に鬼退治

子ども会議の提案で実現
無人販売サービス「ボスマート」登場！

地域おこし協力隊
活動報告会

海外でも活躍！サッカークラブ
「バッサーレ阿蘇」の選手が表敬訪問

地元の料理おいしく食べて
農家民泊受け入れ家庭で研修会

　２月３日、中原保育園で節分の行事
が行われ、園児たちは節分にちなんだ
歌をうたい豆まきを楽しみました。今
年は２月２日が節分でしたが、日曜日
で休園だったため、１日遅れで実施さ
れました。園児たちはこの日のために
準備した手作りのお面をかぶり、１年
間元気に過ごせるよう思いを込めて豆
に見立てたボールを投げ鬼退治に励み
ました。

　2 月 21 日、きよらホールで起業型地域おこし協力隊の活動報告
会が開催されました。現在、町内で農林業や観光業などに取り組む
5 名の協力隊員が、スライドや写真、動画を用いて今年度の活動を
振り返り、来年度の方針を発表。高齢化や人手不足といった地域の
課題に向き合う姿勢が伝えられ、来場者からも多くの質問や応援の
声が寄せられました。

　町内の 13 軒の農家や一般家庭で実施される農家民泊体験の今年
の受け入れは 4 月から本格的に開始します。それを前に、２月 18 日、
吉原の民泊施設で地元の料理を学ぶ研修会が開かれました。
　この研修会は、農閑期や雨天時でも宿泊者に民泊を楽しんでもら
えるよう、受け入れ家庭が企画したものです。参加者は、いきなり
団子や手作りコンニャクなど、それぞれの得意料理を教え合いなが
ら、おもてなしの準備を進めていました。

　２月 18 日、小国町のジュニアサッカークラブ「バッサーレ阿蘇」
に所属する町内の 3 選手が、河津豊監督とともに髙橋町長を表敬
訪問しました。選手たちは 1 月にタイで開催された「アジアチャ
ンピオンシップ 2025」に九州代表として出場したことを報告し、
チームを応援してくれたことへのお礼や海外での試合の感想などを
伝えていました。

　１月 28 日、役場内で自動販売機と連動した無人販売サービ

ス「ボスマート」が始動しました。昨年 12 月に南小国中学校

の３年生が行ったみらい南小国子ども会議で、人手不足の解決

策として「無人販売所を作ってみてはどうか」と提案され実現

しました。ボスマートでは、お菓子やパン、カップ麺などを中

心に約 10 種類の商品が販売されており、自動販売機にお金を

投入して商品を選択すると、併設している商品棚の扉が開く仕

組みです。

 無人販売を提案した生徒たちは「自分たちの提案が形になっ

てうれしい」と笑顔で話してくれました。

　ボスマートの導入にあたって、ご尽力いただいた地方創生特

命監の石風雄平さんは「感無量です。子どもたちの提案の実現

ができ、私もうれしく思います。地域の皆さんもご気軽に利用

してください。」とお話されていました。ボスマートは、役場

北側入口付近に設置されています。

広報きよら 2025.3広報きよら 2025.3
2



「早寝早起き朝ごはん」運動で
文部科学大臣表彰受賞

　２月 12 日、りんどうヶ丘小学校で
『EXPO スクールキャラバン』出前授
業が開かれ、4 〜 6 年生 22 人がプロ
グラミングの基礎を学びました。これ
は今年４月の大阪・関西万博の開催を
前に、未来の社会について子どもたち
が考えるきっかけをつくるために行わ
れている特別授業で、万博に出展する
企業などが全国の学校を訪問していま
す。児童たちは専門家から、ロボット
が思い通りに話したり動いたりするよ
うなプログラミングを教わっていまし
た。

　りんどうヶ丘小学校が、平成 28 年
度から取り組む「I ラブ家族デー」活
動が、児童たちの体力や学力向上に顕
著な成果をもたらしたとして、文部科
学大臣表彰を受賞しました。同校では、
毎月３日は「家族団らんの日」として
親子でコミュニケーションを深める体
験活動を推進しています。児童は「こ
れからもノーメディアを心がけ、家族
との時間を大切にしたい」と話してい
ました。

写真左 2 人目から、権藤美杏さん、長谷川空さん、佐藤夏人さん

写真左 2 人目から、寺世風雅さん、宮野岳明さん、栗原桜子さん
東真千子さん、田苗玲奈さん

万博を前に特別授業
プロから学ぶプログラミング

鬼は外！福は内！
園児たちが元気に鬼退治

子ども会議の提案で実現
無人販売サービス「ボスマート」登場！

地域おこし協力隊
活動報告会

海外でも活躍！サッカークラブ
「バッサーレ阿蘇」の選手が表敬訪問

地元の料理おいしく食べて
農家民泊受け入れ家庭で研修会

　２月３日、中原保育園で節分の行事
が行われ、園児たちは節分にちなんだ
歌をうたい豆まきを楽しみました。今
年は２月２日が節分でしたが、日曜日
で休園だったため、１日遅れで実施さ
れました。園児たちはこの日のために
準備した手作りのお面をかぶり、１年
間元気に過ごせるよう思いを込めて豆
に見立てたボールを投げ鬼退治に励み
ました。

　2 月 21 日、きよらホールで起業型地域おこし協力隊の活動報告
会が開催されました。現在、町内で農林業や観光業などに取り組む
5 名の協力隊員が、スライドや写真、動画を用いて今年度の活動を
振り返り、来年度の方針を発表。高齢化や人手不足といった地域の
課題に向き合う姿勢が伝えられ、来場者からも多くの質問や応援の
声が寄せられました。

　町内の 13 軒の農家や一般家庭で実施される農家民泊体験の今年
の受け入れは 4 月から本格的に開始します。それを前に、２月 18 日、
吉原の民泊施設で地元の料理を学ぶ研修会が開かれました。
　この研修会は、農閑期や雨天時でも宿泊者に民泊を楽しんでもら
えるよう、受け入れ家庭が企画したものです。参加者は、いきなり
団子や手作りコンニャクなど、それぞれの得意料理を教え合いなが
ら、おもてなしの準備を進めていました。

　２月 18 日、小国町のジュニアサッカークラブ「バッサーレ阿蘇」
に所属する町内の 3 選手が、河津豊監督とともに髙橋町長を表敬
訪問しました。選手たちは 1 月にタイで開催された「アジアチャ
ンピオンシップ 2025」に九州代表として出場したことを報告し、
チームを応援してくれたことへのお礼や海外での試合の感想などを
伝えていました。

　１月 28 日、役場内で自動販売機と連動した無人販売サービ

ス「ボスマート」が始動しました。昨年 12 月に南小国中学校

の３年生が行ったみらい南小国子ども会議で、人手不足の解決

策として「無人販売所を作ってみてはどうか」と提案され実現

しました。ボスマートでは、お菓子やパン、カップ麺などを中

心に約 10 種類の商品が販売されており、自動販売機にお金を

投入して商品を選択すると、併設している商品棚の扉が開く仕

組みです。

 無人販売を提案した生徒たちは「自分たちの提案が形になっ

てうれしい」と笑顔で話してくれました。

　ボスマートの導入にあたって、ご尽力いただいた地方創生特

命監の石風雄平さんは「感無量です。子どもたちの提案の実現

ができ、私もうれしく思います。地域の皆さんもご気軽に利用

してください。」とお話されていました。ボスマートは、役場

北側入口付近に設置されています。

3
広報きよら 2025.3広報きよら 2025.3



合
格
祈
願

　

３
年
生
は
い
よ
い
よ
受
験
シ
ー
ズ
ン
に

突
入
し
ま
し
た
。
１
月
下
旬
の
私
立
高
校

の
専
願
・
奨
学
生
等
の
受
験
を
皮
切
り
に
、

２
月
上
旬
の
中
高
一
貫
・
公
立
高
校
前
期

選
抜
を
終
え
、
３
月
上
旬
の
公
立
高
校
後

期
選
抜
に
挑
み
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
穴
井
木
材
工
場　

代
表
の
穴
井
様
か
ら
合
格
祈
願
の
絵
馬
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
年
生
は
目
標
や
願

い
を
絵
馬
に
記
し
、
早
速
、
竹
の
熊
神
社

に
奉
納
し
て
き
ま
し
た
。
神
社
に
は
大
ケ

ヤ
キ
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
３
年
生
18
名

で
お
も
い
っ
き
り
手
を
伸
ば
し
て
や
っ
と

大
ケ
ヤ
キ
を
囲
む
こ
と
が
で
き
、
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。き
っ
と
思
い
が
伝
わ
り
、

願
い
は
叶
う
は
ず
で
す
。

木
育

　

今
年
度
か
ら
町
の
面
積
の
80
％
以
上
を

占
め
る
森
林
に
つ
い
て
、
町
農
林
課
と
外

部
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ

て
「
木
育
」
と
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。
1

年
生
は
6
月
に
皮

む
き
間
伐
体
験
、

3
年
生
は
7
月
に

デ
ジ
フ
ァ
ブ
作
品

製
作
、
2
年
生
は

1
月
に
林
業
現
場

体
験
を
行
い
ま
し

た
。
初
め
て
木
の

伐
採
に
立
ち
会
う
と
い
う
貴
重
な
経
験
を

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
業
に
携
わ
る
方
々
が
以
前
な

ら
処
分
さ
れ
て
い
た
杉
の
葉
や
枝
な
ど
に

価
値
を
見
い
だ

し
、
試
行
錯
誤
さ

れ
な
が
ら
も
商
品

化
さ
れ
て
い
る
様

子
を
見
て
、
新
た

な
価
値
を
生
み
出

し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長　

徳
川
美
香

（
文
責
）
校
長　

徳
川
美
香

発　

見

発　

見
　

市
原
小
学
校　

　
　
　

創
立
１
５
０
周
年
！

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

南
中
か
ら
の
風

南
中
か
ら
の
風

輝
き
輝
き
とと

潤
い
潤
い

み
ん
な
の
た
め
に　

考
動
す
る
６
年
生

　

６
年
教
室
の
黒
板
に
掲
示
し
て
あ
る
、
卒
業

ま
で
の
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
。
一
日
一
日
と
小

学
校
で
過
ご
す
日
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
市
原
小
の
最
上
級
生
と
し
て
下

級
生
を
引
っ
張
っ
て
き
た
６
年
生
。
行
事
な
ど

で
の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
日
常
の
学
校

生
活
の
中
で
、
周
り
を
よ
く
見
て
「
今
、
何
を

す
べ
き
か
」
を
考
え
、
下
級
生
へ
の
温
か
い
言

葉
か
け
や
率
先
し
て
行
動
す
る
姿
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
市
原
小
が
め
ざ
す
「
考
動
」

の
力
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
ま
で
の
残
り
の
日
々
も
、
下
級
生
と
の

昼
遊
び
な
ど
、
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
も
計
画

し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
市
原
小
み
ん
な

で
６
年
生
と
過
ご
す
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て

～
学
校
運
営
協
議
会
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
～

　

い
つ
も
学
校
を
見
守
り
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
学
校
運
営
協
議
会
の
皆
さ
ん
と
、
本
校
職

員
で
「
目
指
す
学
校
・
子
ど
も
像
」
に
つ
い
て

協
議
を
し
ま
し
た
。「
も
っ
と
す
て
き
な
市
原
小

に
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
ど

う
か
な
」
と
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
協
議
し
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

考
え
て
い
た
だ
い
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
左
の

四
つ
で
す
。
学
校
正
門
側
に
も
掲
示
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
原
小
学
校
　
目
指
す
学
校
・
子
ど
も
像

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

・
あ
い
さ
つ
◎
　
笑
っ
て
◎
　

未
来
か
が
や
く
　
市
原
っ
子

・
み
ん
な
で
交
流
　
あ
い
さ
つ
の
花
　
市
原
小

・
元
気
な
あ
い
さ
つ
　
地
域
に
届
け
て
　

笑
顔
広
が
る
　
市
原
っ
子

・
地
域
の
み
ん
な
に
　
ほ
め
ら
れ
て
　

楽
し
く
挑
戦
す
る
　
市
原
小

学
校
で
の
行
事
の
と

き
な
ど
、
自
分
た
ち
か

ら
進
ん
で
準
備
や
片
付

け
を
し
て
い
る
六
年
生
。

み
ん
な
の
た
め
に
当
た

り
前
の
よ
う
に
動
く

か
っ
こ
い
い
最
上
級
生

で
す
。

委
員
会
活
動
で
企
画

し
て
く
れ
た
「
全
員
遊

び
」。
鬼
役
の
六
年
生
か

ら
み
ん
な
大
興
奮
で
逃

げ
回
っ
て
い
ま
し
た
。
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子
ど
も
た
ち
の
交
流

　

寒
さ
が
一
番
厳
し
い
時
期
で
あ
る
１
月

末
に
本
校
の
児
童
が
楽
し
そ
う
に
交
流
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
、
昼
休

み
に
行
っ
て
い
た
全
校
児
童
に
よ
る
ド
ッ
チ

ビ
ー
（
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
ボ
ー
ル
の
代
わ
り

に
フ
リ
ス
ビ
ー
を
使
用
）
で
す
。
誕
生
日

を
迎
え
た
児
童
が
い
る
と
き
に
、
体
育
・

運
営
委
員
が
中
心
と
な
り
、
昼
休
み
を
利

用
し
、
鬼
ご
っ
こ
・
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
・
今
回

の
ド
ッ
チ
ビ
ー
な
ど
の
外
遊
び
を
行
っ
て
い

ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
縦
割
り
班
で
実
施

し
た
「
き
よ
ら
っ
子
カ
ル
タ
大
会
」
で
す
。

南
小
国
町
の
良
さ
が
書
か
れ
た
札
を
読
み
、

そ
の
札
に
合
う
取
り
札
を
学
年
を
こ
え
て
、

楽
し
そ
う
に
取
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
中
原
小
の
札
は
、「
な
か
よ
し
で

　

自
然
が
い
っ
ぱ
い　

中
原
小
」
で
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
講
座

　

１
月
31
日（
金
）に
、
町
民
課
の
方
を
講

師
に
迎
え
、
５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た

生
活
習
慣
病
予
防
講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、『
糖
尿
病
予
防
』
に
つ
い
て

の
講
座
で
し
た
。「
飲
み
物
に
は
ど
の
く
ら

い
の
砂
糖
が
含
ま
れ
ま
す
か
？
」「
２
０
０

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
な
る
お
菓
子
の
組
み
合

わ
せ
は
？
」
な
ど
ク
イ
ズ
形
式
の
問
題
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
楽
し
く
、
そ
し

て
具
体
的
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。
生
活
習

慣
病
は
子
ど
も
の
頃
の
生
活
が
大
き
く
影

響
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
講

座
は
、
自
分
の
ふ
だ
ん
の
生
活
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
自
分
自

身
の
生
活
習
慣
や
健
康
維
持
に
つ
い
て
考

え
る
大
切
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

中
原
小
よ
り

中
原
小
よ
り

　　

  
ぎ
ん
な
ん

ぎ
ん
な
ん

（
文
責
）
校
長　

増
永
善
久

（
文
責
）
校
長　

増
永
善
久

　
こ
の
ほ
ど
、
本
校
が
毎
月
３
日
に
取
り

組
ん
で
い
る「
Ｉ（
ア
イ
）♡
ラ
ブ
家
族
デ
ー
」

が
、
令
和
６
年
度
優
れ
た
「
早
寝
早
起

き
朝
ご
は
ん
」
運
動
の
推
進
に
か
か
る

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
に
見

舞
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
日
常
を
奪
わ
れ
、

基
本
的
な
生
活
習
慣
さ
え
ま
ま
な
ら
な
い

状
況
の
下
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
も

含
め
何
と
か
こ
の
状
況
を
打
開
し
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
、平
成
28
年
度
よ
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
で「
Ｉ（
ア
イ
）♡
ラ
ブ
家
族
デ
ー
」

と
命
名
し
、
活
動
が
開
始
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、
ス
マ
ホ
等
に
頼
ら

な
い
生
活
ス
タ
イ
ル
の
普
及
啓
発
に
向
け

て
、
各
家
庭
が
、「
メ
デ
ィ
ア
編
」「
体
力

ア
ッ
プ
編
」「
♡
ラ
ブ
家
族
編
」「
家
読
編
」

「
わ
く
わ
く
体
験
編
」
の
中
か
ら
、
そ
の

月
に
取
り
組
む
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
活
動

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
を
核
と
し
て
、
日
常
的
な
食
育

指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
読
書
習
慣
や

運
動
習
慣
の
育
成
な
ど
、
多
面
的
・
複
合

的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
取
り
組
み
の
成
果
は
次
の
通
り

で
す
。

⬆ＱＲコードから
本校のホームペー
ジにアクセスできま
す。子どもたちの
学校生活の様子が
ご覧いただけます。

ドッチビーを楽しむ児童ドッチビーを楽しむ児童

カルタ大会の様子カルタ大会の様子

飲料に含まれる砂糖の量の資料飲料に含まれる砂糖の量の資料

＜本校グランドデザインにおける重点成果指標に係る児童アンケートより＞
上位群

１　あなたは、学校は楽しいですか。　　　　　　　　　　　　９８％
２　あなたは、自分のことが好きですか。　　　　　　　　　　９６％
３　あなたは、家庭学習をがんばっていますか。　　　　　　　９４％
４　あなたは、自分の目標読書冊数を達成していますか。　　　９８％
５　あなたは、朝ごはんを食べていますか。　　　　　　　　　９８％
６　あなたは、夜１０時までに寝ていますか。　　　　　　　　９６％
７　あなたは、ふるさとを誇りに思いますか。　　　　　　　１００％
８　あなたは、夢や目標に向かって努力していますか。　　　　９８％
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中
学
部
の
学
習

～
長
距
離
走
と「
余
暇
」に
つ
い
て
の
学
習
～

　

令
和
７
年
に
入
り
、
小
国
郷
の
冬
も
本

番
を
迎
え
て
い
ま
す
。
本
校
で
も
「
長
距

離
走
」
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
中

学
部
で
は
、
午
前
中
の
早
い
時
間
帯
に
持

久
走
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
教
師
と
一
緒

に
並
走
し
た
り
、
自
分
の
目
標
や
記
録
に

向
か
っ
て
一
人
で
走
っ
た
り
す
る
生
徒
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。
雪
が
舞
う
日
も
少
し
暖
か
い
日

も
練
習
を
重
ね
、
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会
当
日

を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
は
外
気
温
が
２
、

３
℃
の
と
て
も
寒
い
状
況
で
し
た
が
、
練

習
の
成
果
を
出
し
て
走
り
き
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生

活
単
元
学
習

で
は
「
い
ろ

い
ろ
な
休
み

の
過
ご
し
方

を
知
ろ
う
」

の
学
習
に
取

り
組
み
ま
し

た
。「
余
暇
」

を
テ
ー
マ
に

旅
行
の
計
画
を
立
て
た
り
、
食
料
品
を
買

う
た
め
に
近
隣
の
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
た
り

し
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
た
後
は
、

林
間
広
場
に
行
き
、
飲
み
物
を
買
っ
て
、

み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し

な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
調
理
の
学
習
も
し
ま
し
た
。

作
っ
た
も
の
は
お
に
ぎ
り
と
み
そ
汁
の
和

食
セ
ッ
ト
、
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
、
ゼ
リ
ー
や
プ
リ
ン
な
ど
の
デ

ザ
ー
ト
で
す
。
調
理
中
は
廊
下
い
っ
ぱ
い

に
お
い
し
そ
う
な
香
り
が
立
ち
込
め
ま
し

た
。
調
理
を
す
る
時
も
食
べ
る
時
も
と
て

も
楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
距
離
走
で
培
っ
た
力
や
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
を
す
る
時
の
気
持
ち
や
考

え
、
余
暇
の

学
習
で
学
ん
だ

自
分
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
時
間

の
過
ご
し
方
を

今
後
の
生
活
や

人
生
で
生
か
し

て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校

小
国
支
援
学
校  

だ
よ
り

だ
よ
り

カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
第
２
弾
が
完
成

　

本
校
で
は
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

を
活
用
し
て
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
一
環

と
し
て
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
地

域
貢
献
型
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
「O

GU
N

I-
GIFT

」
と
「KIYO

RA-GIFT

」
の
第
２
弾

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
「O

GU
N

I-GIFT

」
と
「KIYO

RA-GIFT
」

は
、
小
国
町
と
南
小
国
町
の
特
産
品
を
集

め
た
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
で
す
。
生
徒
た
ち

が
自
ら
商
品
を
選
び
、
カ
タ
ロ
グ
の
デ
ザ

イ
ン
や
企
画
に
工
夫
を
重
ね
、
地
域
の
魅

力
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う

心
を
込
め
て
仕
上
げ
ま
し
た
。
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
は
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛

乳
を
使
っ
た
ス

イ
ー
ツ
や
小
国

杉
を
活
用
し
た

工
芸
品
な
ど
、

地
域
な
ら
で
は

の
素
晴
ら
し
い

品
々
で
す
。

　

今
年
度
の
第

２
弾
で
は
、
昨

年
の
内
容
を
基
に
新
し
い
商
品
を
加
え
、

よ
り
魅
力
的
な
も
の
に
進
化
し
ま
し
た
。

専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
購
入
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
特
別

な
ギ
フ
ト
と
し
て
、
大
切
な
方
へ
の
贈
り

物
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
生

徒
た
ち
は
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深

め
、
商
品
企
画
や
販
売
に
つ
い
て
学
び

な
が
ら
、
大
き
な
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。

「O
GU

N
I-GIFT

」と「KIYO
RA-GIFT

」は
、

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
と
生
徒
た
ち
の
努

力
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
小
国
高
校
は
地
域
と
と

も
に
歩
む
教
育
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
温
か
い
ご
支
援

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

購入はこちらから購入はこちらから

OGUNI-GIFT表紙OGUNI-GIFT表紙

KIYORA-GIFT表紙KIYORA-GIFT表紙
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　「第６回プレゼンテ－ション大会」が、２月１日（土）、きよらホ－ルを会場に開催
されました。１３名の児童生徒が町づくりについての自分の主張をプレゼンテ－ショ
ンしました。紹介致します。

１番 ４年 山本　陽太（ﾔﾏﾓﾄ ﾊﾙﾀ）君
発表題

「協力してきれいな南小国に」
～ゴミのない町にするために～

自然豊かな南小国町を守っていくために見学して
学んだことを発表する

２番 ４年 蔡　嘉琪（ｻｲ ｶﾁ）さん
発表題

「魅力的な南小国町の薬草」

薬草になるすばらしい草花が南小国町にあること
を知ってもらいたい

３番 ４年 安部　幸衡（ｱﾍ゙  ﾕｷﾋﾗ）君
発表題

「住み続けられる町にするために」

「森をみんなで育てる日」を提案し、森の大切さ
について考えたい

４番 ２年 井 宥至郎（ｲ ﾕｳｼﾛｳ）君
発表題

「家ぞくのため　自分のために」

家事を頑張るお母さんの姿を見て、家族のため
に実践したことを発表

５番 ２年 佐藤 せりか（ｻﾄｳ ｾﾘｶ）さん
発表題

「１５０年のはたをつかって」

150周年の旗が来年は使えないことを知り、別の
ものに作りかえたい

６番 ２年 稲土 葉太郎（ｲﾅﾂﾁ ﾖｳﾀﾛｳ）君
発表題

「ぼくのプロジェクト」

学校をより良くするために、掃除のプロジェクト
を実践する

７番 ５年 志賀 幸太郎（ｼｶﾞ ｺｳﾀﾛｳ）君
発表題

「何がいいんだ　リサイクル」

南小国町全体でリサイクルに楽しく取り組み、ゴ
ミゼロを目指したい

８番 ６年 日隈 千恵莉（ﾋｸ ﾏ゙ ﾁｴﾘ）さん
発表題

「人との関わりを大切にして、
　　　　　　よりよい南小国町へ」

南小国町の人口を増やすために、自分にできるこ
とを発表する

９番 ６年 北里 彩乃（ｷﾀｻ ﾄ゙ ｱﾔﾉ）さん
発表題

「南小国町の経済をお仕事図鑑から学ぶ」
～形や見た目で変わる？季節の売り上げ～

四季やイベントに合わせた食べ物やアクセサリ－
の限定品を作ります

10番 中学１年 北里 愛結（ｷﾀｻ ﾄ゙ ｱﾕﾐ）さん
発表題

「農業の楽しさを知ってもらうために」

「自産自消」で、若い人でも気軽に簡単に農業を
体験できる方法を提案

１１番 中学１年 平川 絢悟（ﾋﾗｶﾜ ｹﾝｺﾞ）君
発表題

「魅力的な町づくりのために」
～町の人口を増やすためには～

人口減少の課題を見つけ、移住者を増やすため
の方法を考えました

１２番 中学２年 橋本 雫（ﾊｼﾓﾄ ｼｽ ｸ゙）さん
発表題

「旅館の魅力」

「世界に一つだけの箸置きづくり」にチャレンジ。
山河旅館の魅力へ！

１３番 中学２年 木村 心愛（ｷﾑﾗ ｺｺｱ）さん
発表題

「若い人たちで助ける南小国町へ」
～まちインタ－ンを通して～

「りんどう荘のファンを増やす」ために動画とポス
タ－作成に取り組む

〈審査員の６名の皆さん〉
□ 下城孔志郎　様（町議会副議長）
□ 赤井　友美　様（子供教育創造機構）
□ 渋谷　淳　　様（JA阿蘇小国郷中央支所長）
□ 朝日　康博　様（役場総務課長）
□ 石風　雄平　様（地方創生特命監）
□ 仲川　朗　　様（地方創生特命監）

　　　　　　翔けろ！町の担い手『きよらっ子』（23）　　文責：岩切
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南小国町の子どもたちの学力の状況 ＰＰＡＡＲＲＴＴ５５
〈令和６年度 熊本県学力・学習状況調査の結果から〉

令和６年の１２月、県下一斉に「熊本県学力・学習状況調査」が実施さ
れました。令和３年・４年・５年度と３年間の結果を本紙で報告させてい
ただきましたが、令和６年度の結果も報告させていただきます。
（１月２７日県教育委員会より報告）

今回の学力調査の対象は、小学３年生から中学２年生までの児童生徒と
なっており、小学校では国語・算数の２教科、中学校では国語・数学・英
語の３教科となっています。南小国町と熊本県との平均正答率を比較した
表は次の通りです。

〈南小国町・熊本県の正答率（％）の比較〉
◎南小国町が県より上回っている ▼南小国町が県より下回っている

［小学３年生］ ［小学４年生］
教 科 国 語 算 数 教 科 国 語 算 数

南小国町 ◎６９．４ ◎７５．２ 南小国町 ◎７１．９ ▼７２．３

熊本県 ６４．３ ７３．７ 熊本県 ７０．８ ７４．０

［小学５年生］ ［小学６年生］
教 科 国 語 算 数 教 科 国 語 算 数

南小国町 ◎７９．６ ◎７１．６ 南小国町 ◎７４．６ ◎７７．６

熊本県 ７４．０ ６６．７ 熊本県 ６９．９ ７３．６

［中学１年生］ 南小国町の児童生徒の

教 科 国 語 数 学 英 語 学力は、良好な結果とな

南小国町 ◎７０．０ ◎６０．２ ◎６４．６ っています。

熊本県 ６１．４ ５５．０ ５０．１ 国語では、熊本県の平

均正答率を上回り、良い

［中学２年生］ 結果ですが、算数・数学

教 科 国 語 数 学 英 語 においては、小学４年生

南小国町 ◎６８．６ ◎５２．２ ◎４８．９ が、県の平均正答率を下

熊本県 ５８．７ ５１．３ ４４．６ 回っています。補充指導

が必要となっています！

※これからも学校と家庭での学習を充実させ、一人一人を大切にした指導
により、子どもたちの基礎学力の定着を目指していきます。
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な
ぜ
認
知
症
を
学
ぶ
の
か

　

本
町
で
は
、
き
よ
ら
の
郷
の
教
育
の
取
組
と

し
て
、
役
場
各
課
の
専
門
性
を
生
か
し
た
「
出

前
授
業
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の

一
つ
と
し
て
、
福
祉
課
が
担
当
す
る
「
認
知
症

学
習
会
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
）」

が
小
学
校
５
年
生
時
と
、
中
学
校
１
年
生
時
の

２
度
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
と
中
学
校

で
重
ね
て
学
ぶ
事
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
実
践
力
を
身

に
付
け
て
い
く
こ
と
を
狙
い
と
し
て
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
、
10
月
に
小
学
校
５

年
生
、
そ
し
て
、
１
月
に
は
中
学
校
１
年
生
を

対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
講
座
で
は
、「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
ー

ト
」
の
方
々

（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
居

宅
介
護
支
援
事

業
所
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
南

小
国
福
祉
課
の

方
々
）
な
ど
認

知
症
に
つ
い

て
専
門
的
知
識

を
持
っ
た
メ
ン

バ
ー
が
指
導
を

担
当
し
、
学
習

が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

さ
て
、
な
ぜ
小
中
学
生
が
認
知
症
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
本
来
子

ど
も
た
ち
は
、
誰
に
で
も
優
し
く
接
し
た
い
と

思
い
行
動
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
認
知
症
に
対

し
て
事
前
に
正
し
い
理
解
や
知
識
が
な
い
と
ど

う
や
っ
て
接
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら

ず
、
誤
解
や
偏
見
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
現
在
、
認

知
症
の
捉
え
方
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
認
知
症
と
共
存
し
て
生
活
し
て
い
る
人
達

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
社
会
で
認
知

症
の
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
気
遣
い
を
持

ち
な
が
ら
優
し
い
心
で
認
知
症
の
人
や
家
族
を

支
え
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
こ
の
学

習
が
各
地
で
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
こ
の
講
座
を
学
習
し
た
後
に
書

い
た
児
童
生
徒
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

小
学
生
の
感
想

○
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い

て
強
く
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、

今
度
か
ら
優
し
く
し
た
い
で
す
。　

○
出
前
授
業
で
認
知
症
は
、
脳
の
病
気
で
誰
で

も
な
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
様
々
な
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

○
私
た
ち
の
接
し
方
で
認
知
症
の
進
み
具
合

や
、
そ
の
方
の
気
持
ち
は
、
大
き
く
変
わ
っ
て

い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

○
私
は
、
今
日
認
知
症
の
こ
と
を
学
ん
で
、
自

分
が
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

○
認
知
症
の
人
だ
け
に
優
し
い
言
葉
を
か
け
る

の
で
は
な
く
、
友
達
に
も
や
さ
し
い
言
葉
を
か

け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

○
今
日
な
ら
っ
た
認
知
症
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら

色
々
な
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
感
想

○
身
近
な
人
が
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
を
し
て
、
そ
の
人
の
プ

ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

○
私
は
、
何
と
な
く
認
知
症
の
症
状
や
ど
ん
な

病
気
か
知
っ
て
い
た
け
ど
、「
若
い
人
で
も
な

る
」「
昔
の
こ
と
は
覚
え
て
い
る
」
な
ど
改
め

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
僕
は
、
も
し
家
族
の
誰
か
が
認
知
症
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
自
分
の
行
動
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
と
思
う
の
で
、
し
っ
か
り
と
今
回
の
講
座

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
日
々
の
生
活
に
生
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

○
認
知
症
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
け

ど
、
今
回
の
講
座
で
学
び
「
正
し
く
知
る
」
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊

正
し
い
こ
と
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

　

正
し
い
こ
と
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
相
手

へ
の
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
、
さ
ら
に
は
自
分
自
身
の
生
き
方
を
見
直

し
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
よ
り
幸
せ
な
も

の
に
し
て
い
く
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
認
知
症
を
学
ぶ
と
い
う

こ
と
に
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
認
知
症
学
習
会
を
記
事
に
し
て
い
て

思
い
出
し
た
こ
と
に
、
私
の
祖
母
の
認
知
症
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。私
も
認
知
症
に
つ
い
て
、

本
講
座
の
よ
う
な
学
習
体
験
が
あ
れ
ば
、
ま
た

違
っ
た
対
応
や
初
め
て
祖
母
の
認
知
症
に
直
面

し
た
時
の
不
安
な
思
い
な
ど
も
和
ら
い
で
い

て
、
対
応
も
変
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

本
講
座
を
学
ん
だ
児
童
生
徒
は
、
認
知
症
に

つ
い
て
の
誤
解
が
な
く
自
然
体
で
認
知
症
の

方
々
に
接
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
こ
の
講
座
で
は
、
認
知
症
だ
け
で

は
な
く
、
物
事
に
つ
い
て
「
正
し
い
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
」
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
、
子
ど
も
た
ち
の
感
想
か
ら
も
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
井
芹
）

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

250

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047
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南
小
国
町
は
九
州
の
中
央
部
、
熊
本
県
の
東
北
部
に
位
置
し
て
お
り
、

緑
と
水
の
き
れ
い
な
観
光
と
農
林
業
を
主
産
業
と
す
る
人
口
３
８
０
４

人(

昨
年
12
月
末
時
点)

の
純
農
村
で
す
。

　
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
は
２
０
０
５
年
10
月
の
発
足
当
初
か
ら

加
盟
し
て
お
り
、
昨
年
10
月
に
は
15
年
目
の
再
審
査
が
行
わ
れ
、
総
合
評

価
「
Ａ
」
で
審
査
を
通
過
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
が
、
昨
年
は
美
し
い
村
連

合
に
加
盟
す
る
九
州
内
の
町
村
・

地
域
と
様
々
な
交
流
を
行
い
ま
し

た
。
高
森
町
と
は
令
和
元
年
度
か

ら
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合

阿
蘇
支
部
」
と
し
て
活
動
し
て
お

り
、
昨
年
10
月
に
南
小
国
町
の
き

よ
ら
祭
り
に
高
森
町
の
「
オ
ク
ロ
ッ
ク
熊
本
歌
劇

団
」
が
出
演
し
、
同
じ
く
10
月
に
高
森
町
で
開
催

さ
れ
た
南
鉄
フ
ェ
ス
タ
に
本
町
の
「
吉
原
岩
戸
神

楽
」
が
出
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
11
月
16
日

～
17
日
に
八
女
市
星
野
村
で
開
催
さ
れ
た
「
第
37

回
八
女
星
ま
つ
り
」
に
５
年
ぶ
り
に
出
店
し
、
物

販
等
を
通
じ
て
星
野
村
の
皆
様
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
も
連
合
に
加
盟
す
る
九
州
内
の
町

村
・
地
域
の
方
々
と
交
流
を
深
め
、
美
し
い
村
づ

く
り
に
向
け
た
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

美しい村を探す～九州・沖縄～
熊本県　南小国町

新
刊
図
書
紹
介

　

２
月
は
、
町
の
図
書
室
に
13
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
や
さ
い
の
が
っ
こ
う

　

な
す
び
せ
ん
せ
い
の
お
は
な
し

②
し
ん
ご
う
き
ピ
コ
リ

③
つ
か
め
！
理
科
ダ
マ
ン　

１

④
お
菓
子
は
す
ご
い
！

⑤
君
は
冥
土
様
。
２

⑥
メ
ン
タ
ル
強
め
美
女
白
川
さ
ん　

２

⑦
私
の
ゆ
る
っ
と
植
物
生
活

⑧
一
汁
三
菜
お
ぼ
ん
献
立

　

簡
単
で
お
い
し
い
褒
め
ら
れ
レ
シ
ピ

⑨
ゆ
び
さ
き
に
魔
法

⑩
音
の
な
い
理
髪
店

⑪
富
士
山

⑫
ゲ
ー
テ
は
す
べ
て
を
言
っ
た

⑬
Ｄ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ａ

南鉄フェスタで披露された吉原岩戸神楽南鉄フェスタで披露された吉原岩戸神楽 八女星のまつりのブース出展八女星のまつりのブース出展
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３
月
24
日
は
「
世
界
結
核
デ
ー
」

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で

は
、
細
菌
学
者
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
が

１
８
８
２
年
に
結
核
菌
の
発
見
を
発
表

し
た
日
に
ち
な
ん
で
、
毎
年
３
月
24
日

を
「
世
界
結
核
デ
ー
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

結
核
は
昔
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
国
内
で
も
年
間
約
１
万
人
以
上
の

新
た
な
患
者
が
発
生
し
、
１
千
６
百
人

以
上
が
命
を
落
と
し
て
い
る
感
染
症
で

す
。

〇
結
核
と
は
ど
ん
な
病
気
？

　

結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
、
肺
に
炎
症

が
起
き
る
病
気
で
す
。
最
初
は
、
風
邪

に
似
た
症
状
で
始
ま
り
ま
す
が
、
①
せ

き
②
微
熱
③
身
体
の
だ
る
さ
の
い
ず
れ

か
の
症
状
が
２
週
間
以
上
続
い
て
い
る

場
合
に
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
よ
う
。

〇
結
核
に
な
り
や
す
い
人
は
？

　

・
喫
煙
習
慣
が
あ
る
人

　

・
結
核
高
蔓
延
国
か
ら
来
た
外
国
出

生
者

　

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
や
免
疫
の
弱
い
人

　

・
糖
尿
病
の
人

　

・
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

　

・
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
を
使
用
し

て
い
る
人

　

・
胃
潰
瘍
、
胃
の
手
術
を
し
た
人

〇
結
核
は
感
染
す
る
の
？

　

菌
を
出
し
て
い
る
肺
結
核
患
者
さ
ん

の
せ
き
や
く
し
ゃ
み
な
ど
の
「
し
ぶ
き
」

と
一
緒
に
、
結
核
菌
が
空
気
中
に
飛
び

散
り
、
そ
れ
を
周
り
の
人
が
直
接
吸
い

込
む
こ
と
で
人
か
ら
人
に
う
つ
り
ま
す
。

こ
れ
を
「
空
気
感
染
」
と
言
い
ま
す
。

※
感
染
し
て
も
、
全
て
の
人
が
発
病
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
で

あ
れ
ば
、
多
く
は
免
疫
の
働
き
に

よ
っ
て
結
核
菌
を
抑
え
込
み
ま
す
。

※
加
齢
や
病
気
な
ど
で
免
疫
力
が
落
ち

る
と
、
抑
え
込
ま
れ
て
い
た
結
核
菌

が
再
び
活
動
を
は
じ
め
、
発
病
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
結
核
は
予
防
で
き
る
の
？

　

健
康
的
な
生
活
が
免
疫
力
を
高
め
、

結
核
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、

早
期
発
見
が
重
症
化
を
防
ぎ
、
周
囲
へ

の
感
染
を
予
防
し
ま
す
。
症
状
が
な
く

て
も
、
結
核
検
診
と
し
て
、
65
歳
以
上

の
方
は
年
に
１
回
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

・
適
度
な
運
動

　

・
十
分
な
睡
眠

　

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　

・
タ
バ
コ
を
控
え
る

　

・
定
期
的
な
健
診

※
抵
抗
力
の
弱
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、
結
核

に
感
染
す
る
と
重
症
に
な
り
や
す

く
、
予
防
に
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
が

有
効
で
す
。
生
後
５
か
月
か
ら
８
か

月
の
間
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

〇
結
核
は
治
せ
る
の
？

　

結
核
と
診
断
さ
れ
て
も
、
複
数
の
薬

を
６
か
月
か
ら
９
か
月
間
毎
日
き
ち
ん

と
飲
め
ば
治
り
ま
す
。
し
か
し
、
症
状

が
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
治
療
の
途

中
で
服
薬
を
や
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

菌
が
抵
抗
力
を
つ
け
、
薬
が
効
か
な
い

結
核
菌
に
変
わ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に
起
こ
そ

う
３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

　

熊
本
県
民
の
40
歳
～
74
歳
の
約
４
人

に
１
人
が
糖
尿
病
予
備
群
も
し
く
は
有

病
者
で
、
糖
尿
病
患
者
数
が
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
南
小
国
町
に
お
い

て
も
働
き
盛
り
の
世
代
に
お
け
る
肥
満

や
血
糖
値
の
上
昇
、
脂
質
異
常
、
血
圧

上
昇
な
ど
の
健
診
結
果
が
み
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

糖
尿
病
に
限
ら
ず
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
た
め
に
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を

意
識
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ク
シ
ョ
ン
①

【
年
に
１
度
の
健
康
診
断
】

　

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
、

糖
尿
病
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
習
慣
病

で
す
。
自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
に
も
年

に
１
度
、
健
診
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

ア
ク
シ
ョ
ン
②

【
毎
日
、
野
菜
を
も
う
１
皿
】

　

野
菜
の
１
日
の
摂
取
目
標
量
は
、

３
５
０
ｇ
で
す
。
熊
本
県
民
は
、
毎
日

約
１
０
０
ｇ
の
野
菜
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
毎
回
の
食
事
に
も
う
１
皿
野
菜
を

プ
ラ
ス
し
て
、
１
日
３
５
０
ｇ
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

ア
ク
シ
ョ
ン
③

【
毎
日
、
あ
と
１
千
歩
】

　

厚
生
労
働
省
の
「
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
身
体
活
動
指
針
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ガ

イ
ド
）」
で
は
、
18
歳
か
ら
64
歳
の
男

女
に
対
し
て
、
1
日
８
千
歩
に
相
当
す

る
身
体
活
動
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
民
は
、
１
日
の
歩
数
が
約

１
千
歩
足
り
て
い
ま
せ
ん
。
約
10
分
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
「
な
が
ら
運
動
」
を

プ
ラ
ス
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

認知症 総合診療科　木下　聰

　小国公立病院総合診療科の木下聰です。
　前職では熊本医療センターで精神科医をしていました。今回、
専門的な立場から寄稿するにあたり認知症に関して少し記述し
たいと思います。
　厚生労働省の「新オレンジプラン」によると今年 2025 年には、
65歳以上の 5人に 1人が認知症（約 700 万人が認知症）にな
ると推計されています。
　認知症は超高齢社会においてはありふれた疾患の1つとなりました。最も多いアルツハイマー
病型認知症をはじめ、血管性認知症、レビー小体型認知症が三大認知症と呼ばれています。
　これらの認知症の主な症状はもの忘れです。年齢を重ねるともの忘れはどなたも経験される
ことですが、認知症は病的なもの忘れで、もの忘れ以外に認知症に伴う様々な行動心理症状（怒
りっぽくなる、事実と異なることを信じてしまう、幻が見える、鬱々とした気分になる等）が
あります。
　現在のところ残念ながらお薬で完治が期待できる疾患ではなく、徐々にもの忘れが進行して
いきます。しかしもの忘れの進行を遅らせたり、認知症に伴う行動心理症状は治療で軽快する
可能性があります。
　また、認知症と間違えられやすい疾患として頭蓋内の血種や、薬剤性のものなどがあります。
これらの疾患は手術やお薬の調整で改善することがあります。もの忘れの症状が見られたなら
ば、早めに専門医の診察を受けてください。病的なもの忘れなのかどうか分からず放っておくと、
あとから家族や親族があわてることがあります。早期発見によって、お薬による治療、生活環
境の調整や福祉サービスの導入、リハビリなどの身体機能の維持、合併症のコントロールや予
防などに早く取り組むことができます。　
　ご本人が維持している力を存分に発揮しながらはつらつと生活できるよう、環境や周囲のか
かわりを整えることが、気分の安定にも機能維持にもとても大事なことです。
　認知症の前段階として軽度認知障害という疾患があります。これはいずれ認知症に移行する可
能性の高い状態です。軽度認知障害や認知症の予防には運動・他者との交流・適度な睡眠は非
常に重要なポイントであることが、最近の研究でも確認されています。運動は散歩程度で十分で
すし、他者との交流は、いわゆる「おしゃべり」が大事です。「おしゃべり」は話を聞いて、そ
れに対して適切な回答をする上で脳機能をたくさん使うことになるので予防に効果があります。
　認知症の治療は長期になりますので、家族も正しい理解と対応を知っておくことが大切です。
また決して無理をして抱え込まないことです。介護は大変なものです。医療と福祉サービスを
受けることで家族の負担を軽減し、患者も家族も健康で文化的な生活が営めるように支援体制
を整えることが重要です。
　小国公立病院では総合診療科だけでなく、もの忘れ外来も専門領域としてあります。必要に
応じて他の専門病院へ紹介も行っていますので是非ともご活用してください。

　『オンライン診療車「柴三郎号」運行予定表R7年 3月 16日～』の詳細は、小国公立病院ホー
ムページ・公式 LINE・院内デジタルサイネージをご確認ください。
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軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
の
廃
車
・
名
義
変

更
手
続
き
は
3
月
31
日（
月
）ま
で
に
終
わ

ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在

の
所
有
者
（
登
録
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
他
人
に

譲
っ
た
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
は
、
廃
車
・

名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
な
い
と
そ
の
ま

ま
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必

ず
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
の
手
続
き
は

お
早
め
に
！

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発

生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
し

て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
免
除
さ
れ
る
保
険
料
額
は
、

全
額
、
四
分
の
三
、
半
額
、
四
分
の
一
の

四
段
階
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
被
保
険

者
に
は
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
後
に
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
が
で
き
る
過
去
期
間
に
つ
い
て

は
、
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら
２
年
１

カ
月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

一
部
免
除
と
な
っ
た
場
合
は
、
残
り
の

納
付
部
分
を
納
め
な
い
と
未
納
の
扱
い
に

な
り
ま
す
。

出
張
年
金
相
談
（
予
約
制
）
を

開
催
し
て
い
ま
す

　

年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
出
張
年
金

相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
加
入
履
歴
の
確
認
や
年
金
の
請
求

な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
や
手

続
き
が
で
き
ま
す
。相
談
は
予
約
制
で
す
。

■
開
催
日　

４
月
４
日（
金
）

　
　
　
　
　

５
月
２
日（
金
）

　
　
　
　
　

６
月
６
日（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー

　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
予
約
が
出
来

な
か
っ
た
場
合
は
、
近
隣
市
町
村
会
場
で

の
相
談
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◎
近
隣
市
町
村
会
場

・
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

・
阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
開
催
日
は
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
の
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1118

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

≪南小国ナンバーの場合≫

車　　種
・原動機付自転車（50cc・90cc・125cc・キックボード）
・農耕用の小型特殊自動車（トラクターなど）

手続き場所 役場　税務課

手続きに　
必要なもの

・軽自動車税廃車申告書兼標識返納書（役場窓口にあります）
・所有者及び使用者が法人の場合は代表者印（個人は不要）
・ナンバープレート
・変更登録する場合は販売証明書や譲渡証明書
　（車体ナンバー、車名、排気量などが分かるもの）

≪熊本ナンバーの場合≫

車　　種
・軽四輪車
・126 ～ 250cc の二輪車

・250cc を超える二輪車

手続き場所
熊本県軽自動車検査協会
熊本市東区東本町 16-3
☎０５０（３８１６）１７５８

熊本陸運支局
熊本市東区東町 4-14-35
☎０５０（５５４０）２０８６

手続きに　
必要なもの

・所有者および使用者の印鑑（法人の場合は代表者印）
・ナンバープレート
・車検証　など

※整備工場などに依頼することもできます。（別途手数料がかかります）
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火
災
に
注
意

火
災
に
注
意

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

火
災
統
計
に
よ
る
と
、
１
年
の
中
で
３

月
の
火
災
件
数
は
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
乾
燥
す
る
と
火
災
が
多
く
な
る

の
か
と
い
う
と
、
空
気
中
の
水
分
量
が
少

な
く
な
り
、
物
に
引
火
し
や
す
く
な
る
か

ら
で
す
。
調
理
や
暖
房
器
具
な
ど
で
火
を

取
り
扱
う
際
は
、
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
外
出
前
や
就
寝
前
な
ど
は
、
火
の
元

の
確
認
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

　　

火
災
統
計
の
詳
細
に
つ
い
て
は
阿
蘇
広

域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

防
災
グ
ッ
ズ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

防
災
グ
ッ
ズ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

防
災
グ
ッ
ズ
は
災
害
か
ら
命
を
守
っ
て

く
れ
る
大
切
な

も
の
で
す
が
、

災
害
の
種
別
、

地
域
、
時
期
、

被
災
者
の
年
齢
や

性
別
に
よ
っ
て
必
要
な

も
の
が
変
わ
り
ま
す
。

例
え
ば
冬
季
の
避
難
生
活
で
は
、
寒
さ
対

策
が
重
要
に
な
る
の
で
、
カ
イ
ロ
等
が
必

要
で
す
。
非
常
持
ち
出
し
袋
の
中
身
も

し
っ
か
り
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
非
常
持
ち
出
し
袋
に
必
要
な
も
の

　
・
水

　
・
食
料

　
・
衛
生
用
品
　（
携
帯
ト
イ
レ
等
）

　
・
照
明
器
具

　
・
情
報
収
集
ツ
ー
ル

　
・
そ
の
他
個
人
の
必
需
品

　
　
　
　
　
　
　（
医
薬
品
な
ど
）

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ

子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ

る
犯
罪
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

る
犯
罪
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
子
ど
も
に

有
害
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

興
味
本
位
、
安
易
な
気
持
ち
か
ら
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
っ
て
見
知
ら
ぬ
人
と
知
り
合
い
、

様
々
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
起

因
す
る
犯
罪
被
害
か
ら
守
り
健
や
か
に
育

て
る
た
め
に
も
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
や
ペ

ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
家
族
で
十
分
話
し
合
っ

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
ル
ー
ル
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
携
帯
ゲ
ー
ム
機
や
携
帯
型
音
楽

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
中
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
と
同
様
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
用
い
て
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
や
メ
ー
ル
が
利
用
で
き
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
器
を
子
ど

も
が
ど
う
使
っ
て
い
る
の
か
、
保
護
者
が

知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
少
年
が
自
分
の
裸
体
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
で
撮
影
さ
せ
ら
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
使
っ
て
送
ら
さ
れ
る
被
害
（
自
画
撮

り
被
害
）
が
増
加
し
て
お
り
、
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
少
年
の

裸
体
の
画
像
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
送
ら
せ
る
こ

と
は
、
児
童
ポ
ル
ノ

の
製
造
に
該
当
し
、

犯
罪
と
な
り
ま
す
。

春
休
み
期
間
中
の
少
年
非
行
・

春
休
み
期
間
中
の
少
年
非
行
・

家
出
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

家
出
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

　

卒
業
・
新
学
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、

少
年
の
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
や
す

く
、
ま
た
、
春
休
み
の
解
放
感
か
ら
家
出

や
非
行
に
走
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中

で
、
子
ど
も
の
言
葉

や
生
活
態
度
に
注
意

し
て
、
非
行
の
「
兆

し
」
を
発
見
し
た
場

合
、
早
期
に
適
切
な

指
導
を
行
い
、
非
行
に
走
ら
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110
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木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第５５３回市（１月２３日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 200（本売）

10～13㎝ 530（本売） 480（本売）

14～16㎝ 15,500 13,800 10,000

18～22㎝ 13,800 13,000 10,500

24～28㎝ 13,900 13,000 11,000

30㎝上 15,500 13,800 11,000

3ｍ

4～9㎝ 100（本売）

10～13㎝ 300（本売）

14～16㎝ 13,200 11,300

18～22㎝ 13,500 11,000

24～28㎝ 13,300 8,000

30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

9～10㎝ 200（本売）

10～13㎝ 530（本売） 480（本売）

14～16㎝ 21,000 20,000 16,100

18～22㎝ 22,500 21,500 16,600

24～28㎝ 23,500 22,600 16,500

30～38㎝

40㎝上

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1,308.537 14,832,944 11,336

桧 142.542 2,355,826 16,527

杉、桧 85.092 728,437 8,561

合　計 1,536.171 17,917,207 11,664

令和７年度　自衛官募集
採用種目 資格 受付期間 試験期間 合格発表

幹部候補生
（第１回）

一　　　般 22歳以上26歳
未満

3月1日（土）～
4月4日（金）

１次：4月 12 日（土）・13 日（日）
　　　（13 日（日）は海・空飛行要員のみ）
２次：6月 1日（日）～ 6月 7日（土）
３次：海空飛行要員のみ
　　　海 7月 3日（木）～ 7月 7日（月）
　　　空 7月 19 日（土）～ 8月 8日（金）

１次：5月 22 日（木）
２次：海 6月 26 日（木）
　　　空 6月 30 日（月）
最終：陸 7月 31 日（木）
　　　海 8月 7日（木）
　　　空 9月 4日（木）

歯科・薬剤 専門の大卒20
歳以上～30歳

１次：4月 12 日（土）
２次：6月 1日（日）～ 6月 7日（土）

１次：5月 22 日（木）
最終：陸空 7月 31 日（木）
　　　海 8月 7（木）

幹部候補生
（第２回）

一　　　般 22歳以上26歳
未満 4月23日（水）～

6月6日（金）
１次：10 月 11 日（土）
２次：7月 26 日（土）～ 8月 1日（金）

１次：7月 17 日（木）
最終：陸海 10 月 2日（木）
　　　空 9月 18 日（木）

一般（音楽）

歯科・薬剤 専門の大卒20
歳以上～30歳

一般曹候補生
（第１回）

18歳以上33歳
未満

3月1日（土）～
5月7日（水）　

１次：5月 17 日（土）～ 5月 25 日（日）
２次：6月 14 日（土）～ 6月 29 日（日）

１次：6月 5日（木）
最終：7月 31 日（木）

自衛官補生
（第１回）

18歳以上33歳
未満

3月1日（土）～
5月7日（水）

受付時又は各自衛隊地方協力本部のホー
ムページにてお知らせします。 試験時にお知らせします。

自衛官補生
（第２回）

18歳以上33歳
未満

5月8日（木）～
6月27日（金）　

受付時又は各自衛隊地方協力本部のホー
ムページにてお知らせします。 試験時にお知らせします。

予備自衛官補（一般・技能）
（第１回）

18歳以上52歳
未満

1月22日(水)～
4月8日（火） 4月 6日（日）～ 4月 20 日（日）　 6月 11 日（水）　

【問い合わせ先】　自衛隊阿蘇地域事務所　☎０９６７（２２）４５７５
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令和7年度から国民健康保険税の税率等が変わります令和7年度から国民健康保険税の税率等が変わります
　国民健康保険（国保）は、病気やけがをした際に安心して医療機関を受診できる
よう、加入者の皆さんの保険税と国などの公費で成り立っています。しかし、医療
制度の高度化や保険適用の拡充による一人当たりの医療費の増加と加入者の減少に
よる国保税の減収により、厳しい財政運営となっています。不足分を補う国民健康
保険療養給付費支払基金も毎年度取り崩しており、基金残高も年々減少しています。
このままでは財源不足が生じ、安定的な財政運営に支障が出ることが懸念されるこ
とから、保険税率の見直しが必要になっています。
　また、熊本県では、令和１２年度から加入者負担の公平性を図るため、県内どの
市町村でも同じ保険税とする方針を示しています。
　これらのことから、本町の国保財政の安定的な運営を図るため、熊本県が示す標
準保険税率を基準として、令和７年４月に税率等を以下のとおり改正します。

※国民健康保険税率等の改正内容

項　　目 算定区分 令和６年度 令和７年度 比　　較

医療給付費分

所得割 7.50％ 8.00％ ＋ 0.50%

均等割 23,000 円 25,700 円 ＋ 2,700 円

平等割 27,000 円 26,300 円 － 700 円

後期高齢者支援金分

所得割 2.00％ 2.33％ ＋ 0.33%

均等割 6,000 円 7,300 円 ＋ 1,300 円

平等割 7,000 円 7,100 円 ＋ 100 円

介護給付費分
所得割 1.50％ 1.80% ＋ 0.30%

均等割 11,000 円 12,300 円 ＋ 1,300 円

　熊本県内市町村の統一税率に向けて、国保加入者の急激な負担とならないよう、
今後も段階的に保険税率の見直しを進めていきます。
　今後も皆様が安心して国民健康保険を利用できるよう、ご理解とご協力をよろし
くお願いします。

問い合わせ　役場税務課　☎（４２）１１１８

広報きよら 2025.3広報きよら 2025.3
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住民票・戸籍の第三者交付をお知らせする制度（本人通知制度）をご存知ですか？
　南小国町住民票の写し等の第三者交付に係る本人通知制度（事前登録型）とは？
　戸籍謄本や住民票の写しなどの不正請求および不正取得により、個人の権利が侵害されること
を防止・抑止するため、代理人や第三者へ証明書を交付した場合に、事前に登録した人へ、その
事実をお知らせする制度です。

■対象となる証明書
　・住民票（除票を含む）の写し
　・戸籍全部（一部）事項証明書
　・戸籍の附票の写し　など
■登録できる人
　・南小国町の住民基本台帳に記録されている人または記録されていた人
　・南小国町の戸籍簿・除籍簿に記録または記載されている人
■登録の方法
　　町民課に登録申請書を用意していますので、必要事項を記入して申請してください。
■必要なもの
　・本人確認書類（マイナンバーカードや運転免許証など顔写真が貼付されたもの１点、または、

顔写真が無いものは医療保険資格確認書、介護保険証、年金証書などを２点）
　※代理人が登録申請する場合、本人押印の委任状と代理人の本人確認書類が必要です。
■お知らせする内容
　・証明書の交付日
　・交付した証明書の種類及び枚数
　・請求者の種別（代理人、第三者など）
　※取得した人の氏名その他個人が特定できる情報を通知することはできません。

【問い合わせ先】町民課　戸籍住民係　☎（４２）１１１３

〈
俳
句
〉

庭
掃
除
雀
と
共
に
日
向
ぼ
こ　
　
　
　
　
　

法　
　
　

水

四
季
の
内
春
こ
そ
我
が
身
好
む
な
り　
　
　

佐
藤　

浪
子

冬
耕
の
天
地
返
し
に
尉
鶲　
　
　
　
　
　
　

北
里　

典
子

ロ
ウ
バ
イ
の
花
ぐ
っ
た
り
為
す
も
香
り
立
つ
松
嶋　

五
月

背
を
丸
め
施
肥
す
る
朝
や
冴
え
返
る　
　
　

北
里
里
恵
子

夫
の
留
守
野
良
は
の
ん
び
り
日
向
ぼ
こ　
　

北　
　

千
鶴

【
句
意
】
野
良
猫
が
毎
日
の
よ
う
に
わ
が
家
へ
や
っ
て
き
ま
す
。
夫
が
居
る
と
さ
っ
と
逃

げ
て
い
き
ま
す
が
夫
が
い
な
い
と
わ
か
る
と
ゆ
た
ぁ
～
と
し
て
日
向
ぼ
っ
こ
し
て
ま
す
。

一
朝
は
室
温
二
度
の
雪
籠　
　
　
　
　
　
　

平
野
た
か
子

【
句
意
】
こ
の
冬
は
室
内
で
も
厳
し
い
寒
さ
で
外
仕
事
も
手
に
つ
か
ず
雪
に
か
こ
つ
け
て

家
に
籠
も
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

春
炬
燵
赤
き
編
目
を
解
き
を
り　
　
　
　
　

宅
野　

晴
美

【
句
意
】
春
に
な
っ
て
も
寒
の
ぶ
り
返
し
が
あ
る
。
炬
燵
で
指
無
し
手
袋
を
嵌
め
て
は
脱

ぎ
毛
糸
を
解
い
た
り
編
ん
だ
り
の
繰
り
返
し
で
作
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

〈
川
柳
〉

よ
い
目
覚
め
春
寝
床
ま
で
や
っ
て
く
る　
　

牛
島　

世
雪

〈
短
歌
〉

冬
雲
を
追
ふ
て
峠
へ
友
と
吾
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
に
黄
色
の
印
に
添
ふ
て　
　

千　
　
　
　

広
報
き
よ
ら
の
「
町
民
文
芸
」
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
肥
後
狂
句
な
ど
多
く
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

人
間
ド
ッ
ク
申
込
み
に
つ
い
て

　

南
小
国
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、
令
和

7
年
度
の
住
民
健
診
の
申
込
み

時
に
人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
し
た

方
に
は
、
４
月
中
旬
に
詳
細
を

記
載
し
た
案
内
通
知
を
送
付
い

た
し
ま
す
。

　

申
込
み
で
き
な
か
っ
た
方
で

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
役
場
町
民
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場 

町
民
課

☎（
４
２
）１
１
１
３

「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」

電
話
相
談
員
養
成
講
座
受
講

生
募
集

　
「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」で
は
、

孤
独
や
悲
し
み
、
辛
い
思
い
を

抱
い
た
方
の
相
談
を
24
時
間
受

け
て
い
ま
す
。
今
回
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
基
礎
や
電
話
対
応

を
学
ぶ
令
和
７
年
度
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
電
話
相
談
員
養
成
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
時
間

毎
週
火
曜
18
時
半
～
20
時
半

■
会
場

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
本
館
（
熊
本
市

中
央
区
段
山
本
町
４–

１
）

■
費
用
（
学
割
有
）

前
期　

１
万
円

後
期　

１
万
２
千
円

■
期
間

前
期　

５
／
13（
火
）～

　
　
　

９
／
９（
火
）

後
期　

９
／
30（
火
）～

　
　
　

３
／
17（
火
）

■
年
齢　

20
歳
～
70
歳

■
定
員　

先
着
40
名

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
深
夜

の
電
話
当
番
で
き
る
人
歓
迎

■
募
集
期
限

４
／
22（
火
）当
日
消
印
有
効

■
申
し
込
み

熊
本
い
の
ち
の
電
話 

事
務
局

☎
０
９
６（
３
５
４
）４
３
４
３

（
平
日
午
前
10
時
～
17
時
）

詳
細
に
つ
い
て
は
資
料
を
送
付

致
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
省
エ
ネ
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
大
変
貢
献
し
て
い
ま
す

　

省
エ
ネ
や
リ
サ
イ
ク
ル
と
聞

く
と
、「
面
倒
だ
」「
自
分
に
は

関
係
な
い
」
と
思
う
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
々
の

生
活
の
中
で
、
実
は
こ
れ
ら
の

活
動
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
ご
み
を
分
別
し
て
排

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
こ

れ
ら
の
ご
み
は
、
単
に
焼
却
等

さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
収
集

さ
れ
た
後
、
半
分
以
上
が
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
一
般
に
「
可
燃
ご

み
」と
呼
ば
れ
て
い
る
ご
み
は
、

ご
み
袋
を
確
認
し
て
い
た
だ
く

と
、「
固
形
燃
料
ご
み
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
み

袋
で
排
出
し
た
も
の
は
、
す
べ

て
ご
み
と
し
て
焼
却
処
分
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
実
際
は
、
そ

の
多
く
が
固
形
燃
料
と
し
て
再

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
皆
さ
ん

が
き
ち
ん
と
分
別
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

大
変
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
す
。

　

ご
自
身
が
省
エ
ネ
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
貢
献
し
て
い
る
の
だ
と

意
識
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か

ら
も
、
継
続
し
て
ご
み
の
分
別

排
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場 

町
民
課

☎（
４
２
）１
１
１
３

定
期
法
律
相
談

　

桜お
う
じ
ゅ樹

法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
早
め
に
お
電
話
に
て
ご
予
約

く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

3
月
21
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

役
場 

会
議
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

※
役
場
の
定
期
法
律
相
談
は
、

毎
奇
数
月
（
１
，
３
，
５
，
７
，

９
，
11
月
）
の
年
計
６
回
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

湯
夢
プ
ラ
ザ
利
用
料
金
改
定

に
つ
い
て

　

昨
今
の
物
価
高
騰
に
伴
い
、

令
和
７
年
４
月
１
日（
火
）か
ら

左
記
の
と
お
り
料
金
改
定
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ご
利
用
の
皆
様
に
は
ご
負

担
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課 

福
祉
係

☎（
４
２
）１
１
１
７

湯夢プラザ利用料金（温泉施設入浴料）改定表
【令和７年４月１日から】

区　分
利用料金

現　金
（１回当たり）

回数券
（11 枚綴り）

大人（中学生以上） 300 円 3,000 円

こども（小学生） 150 円 1,500 円

広報きよら 2025.3広報きよら 2025.3
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休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
け
が
を
し
た
時
は
、

次
の
医
療
機
関
を
受
診
で
き

ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
く
ま
も
と
創
造
人

材
奨
学
金
返
還
等
サ
ポ
ー
ト

制
度
に
係
る
参
加
企
業
募
集

　

県
内
企
業
等
に
就
職
す
る
若

者
の
奨
学
金
返
還
や
赴
任
費
用

等
を
支
援
す
る
「
ふ
る
さ
と
く

ま
も
と
創
造
人
材
奨
学
金
返
還

等
サ
ポ
ー
ト
制
度
」に
つ
い
て
、

令
和
８
年
度
就
職
者
を
対
象
と

し
た
参
加
企
業
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

詳
細
は
、
県
の
専
用
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
く
ま
活
サ
ポ
ー
ト
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://www.kum
akatsusupport.

pref.kum
am
oto.jp/

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
商
工
政
策
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
１
３

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

穴
井　

敬
子
様

脇　

戸

（
故
）
豪　

様

鞭
馬　

則
子
様

湯
田
上

（
故
）
正
則　

様

安
藤　

洋
一
様

戸　

無

（
故
）
保　

様

本
田　

高
幹
様

坂
の
下

（
故
）
ウ
キ
ヨ　

様

（
２
月
14
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

　

立
𦚰　

良
基　
様　

白
川

　

立
𦚰　

由
紀　
様　

白
川

　

佐
藤　

照
明　
様　

鬼
山

　
ゴ
ン
ド
ー
シ
ャ
ロ
レ
ー　

様　

大
谷
山

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

１
／
31
生

秋あ
き
よ
し吉

　
玲れ

い

空あ

ち
ゃ
ん

（
父
）亮
汰･

（
母
）智
衣

上
町
３

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

1
／
24
鞭
馬
　
正
則
70
湯
田
上

1
／
30
穴
井
十
三
男
87
杉
田
下

1
／
31
高
本
　
美
保
75
矢
津
田
下

2
／
4
本
田
ウ
キ
ヨ
99
坂
の
下

2
／
7
穴
井
イ
ツ
エ
92
上
町
３

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載（
敬
称
略
）

桜
の
満
開
は

ま
だ
先
の
よ
う

な
ん
ラ
ヨ…

暖
か
く
な
っ
て

き
て
る
と
は
い
え…

静
か
に

桜
を
満
喫

し
た
い
ん
ラ
ヨ

で
き
れ
ば

一
番
乗
り
し
て

見
え
る
し…

今
年
は
家

か
ら
花
見
を

す
る
ん
ラ
ヨ…

あ
た
た

あ
た
た

さ
く
ら

さ
く
ら

ま
ん
か
い

ま
ん
か
い

さ
き
さ
き

い
ち
ば
ん

い
ち
ば
ん

し
ず
し
ず

さ
く
ら

さ
く
ら

ま
ん
き
つ

ま
ん
き
つ

のの

みみこ
と
し

こ
と
し

こ
こ
こ
こ

は
な
み

は
な
み

町の人口
（１月末現在）

世帯数　1,885世
帯

（＋５）〈＋25〉
　男　　1,809人

（ー８）〈ー44〉
　女　　1,995人

（＋８）〈ー18〉
　計　　3,804人

（±０）〈ー62〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

3/9(日)～ 3/30(日) 小国公立病院 ☎46-3111 内科、外科、整形外科

3/ 9(日) 問端内科 ☎32-0102 内科

3/16(日) 小野主生医院 ☎32-0039 内科、眼科

3/20(木) 阿蘇温泉病院 ☎32-0881 内科、外科

3/23(日) たくもと小児科クリニック ☎34-2202 小児科

3/30(日) 市原胃腸科外科 ☎34-1211 内科、外科
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N
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【
T

EL】
0967(42)1171

【
FA

X
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0967(42)1122
【

編
集

・
発

行
】

南
小

国
町

役
場

ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143

番
地

3/30 31 4/1
■消費生活相談

■消費生活相談

■消費生活相談

■消費生活相談

■消費生活相談

■消費生活相談

■消費生活相談

■乳児健診

■3 歳児健診

■出張年金相談

■消費生活相談

■消費生活相談

昭和の日 憲法記念日

■出張就職相談
ジョブカフェ・
阿蘇ブランチ

■さくら荘カフェ

2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 5/1 2 3

04

町民課 ☎（42)1113

福祉課 ☎（42)1117
■出張就職相談
☎0967(22)8178
ジョブカフェ・阿蘇ブランチ
午後 1 時 30 分〜午後 4 時
役場会議室

社会福祉協議会 ☎（42)1501

■さくら荘カフェ
午後 1 時 00 分〜午後 3 時
さくら荘

総務課 ☎（42)1112
■消費者生活相談
午前 9 時〜午後 4 時
毎週火曜日 小国町
毎週木曜日 南小国町

■乳児健診
午後 1 時 15 分〜
おぐに町民センター

■3 歳児健診
午後 1 時 15 分〜
おぐに町民センター

■出張年金相談
☎096(367)2503
おぐに町民センター
午前 10 時～午後 3時
要予約　熊本東年金事務所

南小国町公式 LINEアカウントの

メニューからもご覧いただけます。

ご登録よろしくお願いします！

広報誌をオールカラーでご覧いただけます

＜今月号の 2ページ＞


